
■基本情報■ 

＜担当事務＞ 

(1) 都市交流及び観光に関すること。 

(2) 文化振興に関すること。 

(3) 生涯学習の推進に関すること。 

(4) 商工業及び雇用対策、就労支援に関すること。 

(5) 農業に関すること。 

 

 

地域振興部は機構改革により、文化、生涯学

習と農業・商業・工業・観光の産業を担当する

部署に集約されました。いずれもまちの活性化

と魅力づくりに欠かせない分野であり、市民や

関係団体、事業者等との連携を一層密にし、事

業効果を最大限発揮できるよう努めるとともに、

中・長期的な視点に立った先行投資にも取り組

んでいきます。 

 市内産業の振興については、地域での雇用創

出や税収の確保の面からも重要であり、新たな

産業の創出に向けた取り組みを継続するととも

に、まちづくりの観点から農業・農地の保全に

取り組みます。 

文化の分野では、文化芸術の振興とともに、

まちの魅力向上とにぎわいづくりに向け、拠点

施設の整備に着実に取り組みます。 

生涯学習の推進については、複合施設におけ

る利用者サービスの向上と効率的な管理運営を

図るための取り組みを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

◆産・学・医療・福祉の連携による新たな医療

産業の創出と産業振興に向けた施策の検討 

従来の新産業創出支援に加え、医療・福祉分

野の関連ビジネスの支援を拡充することで分野

間連携を推進し、都市ブランド「健康・医療都

市」の産業面からの確立をめざします。 

また、企業誘致や創業支援等、産業振興に向

けて、ニーズを踏まえた効果的な施策の企画立

案に取り組みます。 

 

◆農業後継者の育成と農地の保全 

都市農業ひらかた道場の開設による 

研修の実施 

 都市農業ひらかた道場を４月 1 日に開設し、

農業後継者の育成に取り組みます。具体的には、

実地研修を担当する協力農業者組織「ひらかた

農業師範の会」等と連携し、第１期生３名を対

象に都市農業の経営に必要な実技と講義による

研修を実施します。また、農業経営の基盤とな

る農地確保に向けた情報収集を進め、本市での

円滑な就農と定着化に向けた支援策を構築し、

農業後継者育成の取り組みを推進します。 

 

 

 

地域振興総務課  産業振興課 

生涯学習課    農政課 

文化振興課      

＜平成 26 年度＞ 

地域振興部の運営方針 

＜部の職員数＞H26 年 4 月 1 日現在 

正職員  61 名

再任用職員  19 名

任期付職員 - 名

非常勤職員  55 名

合計  135 名

※他団体等への派遣職員、臨時職員を除く 

■ 基本方針 ■ Ⅰ  重点施策・事業 



被災農地等復旧対応方針の策定 

台風や大雨により 2 年続きで農地・農業用施

設に甚大な被害が生じている中で、被災した農

地等に対し、迅速かつ適切な復旧を促すため、

市としての支援のあり方等をまとめた新たな対

応方針を策定します。今夏の災害の備えとして

は、平成２６年６月に人員体制や民間活力の導

入などを内容として暫定対応措置を取りまとめ、

７月から運用を開始します。その運用状況等を

検証の上検討を進め、平成２６年度中に対応方

針（案）を策定し、２７年５月の本格運用をめ

ざします。 

 

◆文化芸術の拠点整備に向けた取り組み 

  総合文化施設の整備 

文化芸術の拠点整備に向け、総合文化施設の

整備計画を策定します。施設の整備に向けては、

民間のノウハウを導入するため、プロポーザル

方式により事業者を選定し、設計に着手します。

また、新たな文化芸術の創造・発信等を踏まえ、

総合文化施設における維持管理・運営に関する

運営計画の策定に向けた取り組みを進めるとと

もに、国の補助金やネーミングライツなどによ

る財源の確保に努めます。あわせて、現在、本

市の文化芸術振興に係る具体的事業を担ってい

る（公財）枚方市文化国際財団について、今後

のあり方を検討します。 

 

  市民からの寄贈による美術館の整備 

 市民からの寄贈による美術館については、市

民ギャラリー等の美術施設との役割、機能分担

を図りながら、魅力ある事業の展開による集客

や効率的な管理運営の観点を踏まえ、平成 27

年度開館に向けた準備を進めます。 

 

◆文化芸術振興計画の策定 

市民が優れた文化芸術に触れる機会の充実と

主体的に文化芸術活動が行える環境を整備する

ため、枚方市文化芸術振興条例（平成 26 年 4

月 1 日施行）の規定に基づき、枚方市文化芸術

振興計画の策定に取り組みます。本計画の検討

にあたっては、枚方市文化芸術振興審議会を設

置し調査・審議を進め、平成２８年度中の策定

をめざします。 

◆生涯学習施設と図書館の効率的な管理運営に

ついて 

今後の生涯学習推進についての基本的な考え

方・指針を確立していく中で、生涯学習施設と

図書館の複合施設については、市民サービス向

上と効率性の観点から指定管理者制度の導入に

向けて準備を進めます。平成 26 年度は、美術

施設を有する生涯学習施設の専門性の確保等の

課題を整理するとともに、市民との協働による

生涯学習事業のあり方について検討します。 

 

 

＜行政改革実施プラン（前期）の改革課題＞ 

改革課題 取り組み内容・目標 

28．生涯学習施設

と図書館の効率的

な管理運営 

指定管理者制度導入に向

け、課題を抽出し、解決策

を検討する。 

29．外郭団体等に

お け る 中 期 的 な

「経営プラン」の

策定 

枚方文化観光協会及び文

化国際財団において、平成

２６年度にプランの骨子

をまとめていただき、２７

年度中の中期的経営プラ

ン策定を促す。 

48．新たな産業振

興策の推進と雇用

創出の仕組みづく

り 

情報交換会を含む連携の

仕組み構築と産学の相互

理解を進める。 

 

＜事務事業総点検に係る対応＞ 

事務事業 取り組み内容・目標 

国内友好都市交流

推進事業 

友好都市別海町と本市の

中学生が相互訪問し交流

する事業について、事業実

施後に交流体験を披露す

る場を設けるなど、都市交

流の成果の発信を行う。 

文化振興事業 

文化振興事業については、

事務事業のあり方を含め

整理統合するなど検討を

行う。 

 

Ⅱ  行政改革・業務改善 



＜業務改善のテーマ・目標＞ 

テーマ 取り組み内容・目標 

満足度の高い窓口

対応 

引き続き接遇研修を実施

するなど接遇能力を高め、

市民や事業者への対応を

円滑に行い、満足度の向上

に努める。また、シフト制

による交替勤務のある各

生涯学習市民センターに

おいては、併せて、業務日

誌などを活用し、適切な引

継ぎを行う。 

事業における効率

的従事体制 

イベント等の事業が多い

ため、より効率的な事業運

営を行い、最小限の人員に

よる従事体制とする。 

文書及び電子デー

タの適正な管理 

事務文書の系統別分類等

による適正な管理により、

業務の効率化を図る。 

 

 

◆総合文化施設の整備や農業の振興において、

国の社会資本整備総合交付金の活用や国庫補

助事業の活用など財源確保に向けた取り組み

を進めます。 

◆委託内容・仕様の見直しやこれまでの実績を

踏まえて補助金額の精査などを行い、より効

率的な予算編成・執行管理に努めます。 

◆新電力の導入等により、コスト削減に努めま

す。 

 

 

◆組織の目標達成と業務の円滑な遂行のため、

日々のコミュニケーションを通じて業務分

担・役割の相互理解に努めます。また、事業

構築や課題整理、関係団体や市民との連携に

おいては、コーディネート能力が不可欠であ

るため、実践経験の中で、中堅職員がサポー

トしながら、若手職員の育成に取り組みます。 

 

◆産・学・医療・福祉の連携による新たな医療

産業の創出や文化芸術の拠点整備に向けた取

り組み、農業学校の開設など産業、文化、生

涯学習に係る施策・事業について、ホームペ

ージやツイッター等のＳＮＳ、地域メディア

をはじめ、専門紙や業界紙など様々なメディ

アを活用して、市民や事業者、団体等に向け

て効果的に発信し、本市の魅力向上を図りま

す。また、定期的に開催している各種団体と

の意見交換会などを通じて、制度や施策の周

知を図り、市民の理解を深めるよう努めます。 

Ⅲ  予算編成・執行 

Ⅴ  広報・情報発信 

Ⅳ  組織運営・人材育成 


